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要旨

前巻（｢Ⅱ」と表記)の続論である。「津守氏系図」と「天孫本紀」の尾張連系譜との共通,性・相違点，及び「津守氏系

図」の検討を通じて，尾張連系譜復元のまとめを行うとともに，尾張連系譜の形成過程を試論的に述べる。

キーワード：尾張連，津守連，「天孫本紀｣，『新撰姓氏録｣，系譜

③天忍男命が見えないことは,「録｣に天忍男命は丹比

連の祖とあるが，津守連の祖と記されていないことと通

ずる如くでもあるが，建額赤命も「録Ｊには，丹比連と

若倭部の祖とあるものの，津守連との関係は伝えられな

い。しかし,「津守氏系図」が天貫上命の八世孫とする大

御田足尼は火明命八世孫大御日足尼(宿禰)として津守宿

禰の祖とある根津国神ＢｌＤので,建額赤命と津守連との関

係は勿論のこと，津守連の祖を天忍男命に結ぶ「天孫本

紀」の系譜も「津守氏系図」の天忍人命を位置付けた系

譜の改作とは言い得ない。「津守氏系図｣で天忍人命が祖

である事情について，ａ天忍人命は天忍男命の誤記，ｂ

天忍男命が尾張連の傍流であるのに対し天忍人命は嫡流

とされていることにより意図的に天忍人命を位置付けた，

という両様の解釈が可能ということに止めざるを得ない。

天大原命にはホノアカリ孫という伝しかないが，この

位置付けになった事情について。欽明～敏達段階で祷l津

世襲命はホノアカリの子から曾孫ないし四世孫に変更さ

れた。四世孫であれば，ホノアカリと滴ij聿世襲命との間

のものとしては,天香語山命の他，「天孫本紀｣が祷津世

襲命の祖父・伯父とする天村雲命・天忍人命以外見当た

らない。前者は和珂氏系の中臣連系と関係するもの，後

者は和田臣系人名とみられるものである(24)。和田臣系

によって造作された王統譜と世代が一致する曾孫とされ

たとすれば，ホノアカリとi濤i津世襲命との間に位置付け

られた二Ｍ召の内,一方を天香語山命とすれば,他方は，

穂l津世襲命の父としては中臣連と関わる天村雲命より，

和珂臣との直接的関係が窺える天忍人命の方が相応しい

と言い得ると思う。天忍人命の父が天村雲命というのは

中臣連を和田臣の上に置く如き系譜であり,問題がある。

欽明～敏達段階の王統譜と対応するかたちで成立した系

譜は，ホノアカリー天香語山命一天忍人命－１霧l津

世襲命，とみられるということである。

3.3津守連系系譜

本項では，建額赤命以後の津守連の系譜について検討

する｡２９で｢津守氏系図』を大御田足尼まで記したが，

その孫で「神功紀」即位前条の田裳見宿禰に当たる手|差

足尼までを〔図７〕として挙げておく。また，「天孫本紀」

と「津守氏系図」の神・人名の系譜を，前者が津守連等

の祖とする建筒草命まで対応させたのが〔図８〕である。

「津守氏系図」が「天孫本紀」と異なるところを纏め

ると，①ホノアカリの父が天忍穂耳尊ではなく彦火瓊瓊

杵尊,②アメノカゴヤマと天村雲命との間に天大原命が

位置，③天村雲命の子が天忍男命ではなく天忍人命，④

建寶草命が建筒草命と「賛」と「筒」とで相違，⑤建寶

草命が天忍男命の孫の世代ではなく曾孫の世代,となる。

①に関しては，ホノアカリにヒコホノニニギの兄弟と

子という両様の位置付けがあることの理由は検討を要す

るが，ここでは「津守氏系図」が「天孫本紀」とは異な

るホノアカリの位置を採用したことによるとしておきた

い｡②の場合は，「天孫本紀｣で天大原命が天五多底とし

て天村雲命の亦名にその跡を留めているに過ぎないこと

は置津与曾命の子として大原足尼命が位置付けられてい

ることと関係するのに対し,「津守氏系図｣は天大原命の

ホノアカリ孫という位置を踏襲し，天村雲命が天忍人

命・天忍男命の父とされていることから，天村雲命をそ

の子として位置付けたことが考えられる｡④については，

現状ではいずれが本来のものかは明らかにし難いのであ

り，両人名が共通するということに止めておかざるを得

ない。⑤は建額赤命が建貫上命と天貫上命とに分立され

ていることによることは言うまでもない。
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「津守氏系図」のホノアカリ十四世孫・天貫上命八世

孫大御田足尼が『録Ｊにホノアカリ八世孫大御日足尼と

して見えることを基に,｢津守氏系図｣を復元してみよう。

「住吉大社神代記｣船木等本記には，「自巻向玉木宮大

人嶋知食御世至千巻向日代官大人嶋食知気帯長足姫比古

御世二世者，意彌那宜多命乃児意富彌多足尼仕奉津守宿

禰遠祖也｣，「自巻向玉木宮大八嶋知食活目天皇橿日宮気

帯長足姫皇后御世，此二御世，平伏熊襲井新羅国詑賜，

還上賜，大神奉鎮於木国藤代嶺。……其時，意彌那宜多

命児大御田足尼，津守宿禰祖，仕奉」とある。両記述は

大御田足尼が垂仁と神功とに仕奉ったとしているようで

あるが,前者では，「巻向日代官｣からは垂仁と景行とに

仕奉とみることもでき，後者では，「此二御世平伏熊襲

井新羅国｣からは仲哀と神功ということにもなる｡また，

穴戸豊浦宮大八嶋国所知食気長帯比古皇后と筑紫国橿日

宮天皇坐亘水彼方国乎平賜気帯長足比女乃命の二所天皇

御世に折羽足尼の児多毛彌足尼が仕奉ったとあるが,｢津

守氏系図』では折羽足尼・手1差足尼は大御田足尼の子・

孫である｡多毛彌足尼は,「神功紀｣摂政前条に見える健

守連祖田裳見宿禰)ので,仲哀(｢気長帯比古皇后｣は誤り）・神功

に仕奉ったとされていたとすれば，その祖父大御田足尼

は垂仁・景行に仕奉というのが良さそうでもある。しか

し,「住吉大社神代記｣では他の条でも垂仁と仲哀や神功

とが併記されており，大御田足尼が垂仁と神功(宮号に問

題があるが)に仕奉とあることは無視できない。「記』『紀」

系譜では垂仁と神功とには三世代の開きがあるが，継体

段階と欽明～敏達段階の王統譜では，景行の原型の一つ

オホタラシヒコは垂仁の子女の世代，神功の原型の一つ

オホタラシヒメはオホタラシヒコの妻とされていたとみ

られる[,]のであり，オホタラシヒメは，オホタラシヒコ

との関係では,垂仁の子の世代になるからである。「船木

等本記」の記述に混乱はあるが，大御田足尼が垂仁・神

功に仕奉とあることは，大御田足尼が欽明～敏達段階以

前の王統譜段階で登場していたことを示すように思われ

る。欽明～敏達段階のヒコホノニニギからオホタラシヒ

コに至る主統譜（Ⅱの図2）では，ホノアカリをヒコホノ

ニニギの子とすれば,「録』がホノアカリ八世孫とする大

御日足尼はオホタラシヒコと同世代になり，「船木等本

記｣の大御田足尼の時代と共通する｡一方,「津守氏系図」

は大御田足尼をホノアカリ＋四世孫とするが，この世代

は｢記」『紀｣系譜でのヤマトタケル･成務の世代で仲哀・

神功の－世代前，十六世孫手援足尼はその－世代後に当

たるので，問題が皆無ではないにしても，「記」『紀」に

伝えられる壬統譜との関係が窺えると言えるようである。

大御日（田)足尼は，『津守氏系図」では『録」のホノ

アカリ八世孫から六世代繰り下げられている。世代数を

増加させた実例は，「記｣「紀」系譜では，ａ崇神の孝昭

天香語山命と天忍人命がホノアカリと漏津世襲命との

間に位置付けられた欽明～敏達段階で，天大原命が前段

階と同様に漏津世襲命の兄弟でホノアカリ曾孫であった

とすれば，この後i扇津世襲命は－世代繰り下げられホノ

アカリ四世孫になっているにも拘わらず，天大原命は逆

に－世代繰り上げられホノアカリの孫とされたことにな

る。このような変更の事情は想定し難く，天大原命は天

香語山命の子で天忍人命の兄弟とされたとみるべきと思

う。天大原命が天忍人命の兄弟でi扇津世襲命より前の世

代とされたことについては，「天孫本紀｣で尾張連嫡系の

祖天忍人命に弟として津守連等祖天忍男命が位置付けら

れていること，継体段階でも尾張連祖と津守連等祖とし

てi富津t世襲命と天大原命が兄弟とされていたとみられる

ことからして，天忍人命が尾張連の祖として漏津世襲命

の父とされたことにより，津守連等の祖天大原命がその

兄弟として－世代繰り上げられたことが考えられる。

「天孫本紀」が建筒草命を若倭部連の祖とするのに対

し,「録』右京神別下は若倭吝腱を神魂命七世孫天筒草命

の後と記すが，天筒草命と建筒草命は同一人からの分立

とみられる(26)。「天」と「建」とを異にするだけの両

人名は，「天孫本紀」の天戸目命・建斗米命父子，「津守

氏系図」の建貫上命・天貫上命父子と天春木命・建春木

命父子に通ずる゜建貫上命・天貫上命が父子というのは

他の例から父子人名の逆転とみられるのであり，「天｣を

冠するのが父，「建｣が子と看倣し得ることから，天筒草

命一建筒草命，という系譜の存在も想定し得る。然ら

ば,「天孫本紀｣で建筒草命が建額赤命の子に変更されて

いると言えぬわけでもなく，若倭部連は本来カミムスヒ

系で，後にホノアカリ系が生じたとみられなくもない。

しかし，後述のように，冠「天」人名は冠「建」人名か

らの分立とみられ，名代と恩しきものの中央伴造でカミ

ムスヒ系というのは他に見当たらない－但しその孫と言う

鴨建津身命を祖とする賀茂県主系の矢田部が「録｣山城国神別に収萌ト

ーので,天筒草命は建筒草命を基に天神を意味する「天」

を冠したとする方が良いと思う。ともかくここでは，ホ

ノアカリが｢天孫本紀」「天神本紀｣でタカミムスヒの女

万幡豊秋律師姫拷幡千千姫所生のアメノオシホミミ子で

ホノアカリ五世孫建筒草命はタカミムスヒ七世孫になり，

天筒草命のカミムスヒ七世孫と「七世孫」で一致してい

ることから，「タカミムスヒ七世孫」に注目したい｡継体

段階の王㈱統譜で,アメノオシホミミーヒコホノニ

ニギーホノアカリ，この王統譜と関係して，ホノアカ

リー天大原命一天忍男命,という系譜の存在が想定さ

れるのであるから，タカミムスヒ七世孫建筒草命とその

父建額赤命は,ホノアカリの孫天大原命の孫と子になる。

ホノアカリー天大原命一天忍男命一建額赤命一

建筒草命，という系譜は本来的とみられることになる。

－２－
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と崇神とへの分立，ｂ安寧・議徳や孝霊・孝元・開化の

兄弟から父子への変更，ｃ綏靖や孝霊・孝元・開化の元

の位置からの架上等，幾つか知られる回。建貫上命・天

貫上命と天春木命・建春木命がａであることは言うまで

もないが，その他に関しては，世代増加のために津守連

と無関係のMZiを位置付けたなどとは考え難いと思う。

造作としても，津守連ないし関係氏族によってなされた

とすべきであろう。ｂは複数の系統を一系とすることと

関わるとみられることからすれば,「津守氏系図｣ではａ

の他にｂの方法が採られたことが先ず考えられる。大御

田足尼をホノアカリ八世孫とする系譜が，世代に関して

は，欽明～敏達段階までの王統譜と共通`性を有するとみ

られることから，天村雲命を除き，建貫上命・天貫上命

を建貫上命，天春木命・建春木命を建春木命としてまと

めれば，神・人名は〔図９〕のような配置になる。

冠｢天｣人榊)名を一代ずつ，冠｢建｣人名三代以降

をそれぞれ－世代(兄弟）として数えれば,大御田足尼は

ホノアカリ八世孫になる。しかし,建寶(筒)草命は、「天

孫本紀」で建額赤命の子で多治比連・津守連等の祖とさ

れているので,建貫上命の子とすべきであり，冠｢主使」

人名二代と冠「主使」人名一代との間に建春木命が位置

付けられるというのも問題と思う。冠「建」人名一冠

「主使」人ﾉﾋﾞ１－「足尼」人名，という系譜が自然であ

り，建春木命が冠「主使」人名に挟まれていることは，

建春木命が冠「建」人名とは兄弟とされていなかったこ

とによるともみられるのではなかろうか。天春木命が分

立されていることもこの推測を支持するものの如くでも

ある。また,主使長田命も建春木命の子として冠｢主使」

人名と分離されているので，他の冠「主使」人名とは兄

弟とはされていなかったことも考え得る。この発想に従

えば，〔図１０〕のような系譜も考えられることになる。

本系譜では大御田足尼はホノアカリの九世孫であるが，

欽明～敏達段階の王統譜と対応する尾張連系系譜で，ホ

ノアカリー天香語山命一天忍人命，という関係が想

定されるのであるから，天大原命を天忍人命の兄弟とす

れば，大御田足尼はいずれの系統でもホノアカリの八世

孫となる。しかし，冠｢建」ん２，－冠「主使」人名一

冠「建」人名一冠「主使」人名，となっている理由が

問われる。本来冠「建」ＭＺ１の少なくとも一部と冠「主

使」人名とが，本来異なる系統として並立的に位置付け

られていたのが,合体されたとみればどうか｡この場合，

葛木厨直は本来葛城直系とみられる（32）ので，名代に

関わる丹比連・若倭部連と津守連の二系に分けられる。

「録Ｊでは,天大原命はホノアカリ孫(天五百原命)で蝮王

(壬)部首の祖(大和国神B'D，天忍男命は三世孫で丹比周布

の祖,建額赤(明)命は四世孫･天忍男命子で丹比連･若

倭部の祖であり，ともに丹比連・丹比部に関わることか

らすれば,天大原命一天忍男命一建額赤命，となる。

『津守氏系図」の復元にこれを援用すれば，天忍男命が

見えず天忍人命が登場しているので，天大原命一天忍

人命一建貫上命,の後に,建寶草命一建水主命一建

春木命，と続く冠｢建｣系譜が想定される。一方の冠｢主

使」人名は，主使長田命が大御田足尼の父とされている

ので，津守連に関わるものとみられ，冠「建」系譜の後

半は丹比連系系譜と看倣される。「天孫本紀｣が建筒草命

を多治比連・津守連等の祖としていること，冠「主使」

人名の前に冠「建」人名が三代位置付けられていること

から，冠「主使」人名の最初主使鶇鶇命は三代目の建水

主命の兄弟とされていたとみられるのではなかろうか。

この後，主使狭名木命一主使長田命一大御田足尼，

と続けると，大御田足尼はホノアカリ九世孫になる。ま

た，建春木命と主使狭名木命とは同世代であるが，主使

鶴鶴命が建水主命の兄弟から子へ変更され，その後，前

者の子主使狭名木命から後者の子建春木命，と系譜が続

けられたことになり，少々不自然さを覚える。「サザキ」

と「サナキ」とは，一致するわけでは勿論ないが，類似

すると言えるとすれば，主使鶴鶴命と主使狭名木命は一

人名からの分立と考え得る。然らば，両人ﾉﾋﾞiとともに建

春木命も分立され，建水主命から主使長田命に至る系譜

が形成されたことになるが，元の主使長田命はホノアカ

リの七世係の位置になる。以上より，「津守氏系図』を基

にした復元津守連関係系譜（ａ)，「録｣の伝及び「天孫

本紀」を基にした復元系譜（ｂ）を，欽明～敏達段階の

王統譜（ｃ）とともに記したのが〔図１１〕である。

ａとｂとは，天忍人命と天忍男命とを異にするが，ａ

の天忍人命には天忍男命の誤記や意図的に位置付けられ

た可能性があるので，基本的に共通すると言える。欽明

～敏達段階で天大原命は天忍人命の兄弟とされていたと

考え得るが，「天孫本紀」では，天五多底(天五百原命)は

天村雲命の亦名としての記載に過ぎず，一方で大原足尼

命がホノアカリ十世孫，置津与曾命の子である。これま

で大原足尼命を〔天〕大原命と本来同一人としてきたが，

前者は筑紫豊国国造の祖であり，津守連・丹比連等と関

係していないことに疑問があるかもしれない。しかし，

筑紫豊国国造は，その領域は瀬戸内を西進して筑紫に到

達した地であること，小市国造(遠智直)・怒麻(野間)国

造は本来尾張連系の可能性があり，それは瀬戸内航路・

航海に密接に関わる津守連を通じてのこととみられる

（32）ことからすれば，津守連の同族というのはあり得

ることであろう。しかし，天大原命と大原足尼命とが一

人名からの分立であることには疑問がないが，大原足尼

命が津守連等と分離的であることは問題なしともし得な

い。「天孫本紀｣の,天忍男命一i騎聿世襲命,置津与曾

命一大原足尼命，という両系譜は，置津与曾命がi富津
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世襲命からの分立であり，天忍男命と大原足尼命とが，

オキツヨソとの父と子の関係が逆ではあるが，ともに津

守連等と関わる相通ずる系譜であることからすれば，置

津与曾命も津守連等と結びつくことを示すために大原足

尼命が位置付けられたと考え得ると思う。但し，ｉ扇津世

襲命が天忍男命の子とされた事情，及び天大原命が，大

原足尼命が分立されて置津与曾命の子とされてはいるが，

天村雲命と兄弟ではなく亦名として吸収的に合体されて

いることに問題を残すｂこれらについては「天孫本紀」

の尾張連系系譜形成過程との関係でみなければならない。

背根子は神功の世代であり，神功の原型の一方オホタラ

シヒメがオホタラシヒコの妻とみられる[,]ことは，玉勝

山代根古命が建斗米命の三世孫とされていたことを示唆

するもののように思う。尚，建宇那比命を，建稲種命と

同様に，ヤマトタラシヒコの世代とすれば，玉勝山代根

古命はオホタラシヒコの次の世代になるが，オホタラシ

ヒメは，孝昭一ヒコフツオシノマコトーヒコイマス

ーヒコタタスーヤマシロノオホツツキマワカーオ

ホタラシヒメ，でオホタラシヒコの次の世代であり，神

功の原型の他方オキナガヒメも，孝昭一ヒコフツオシ

ノマコトーミマツ(ｷ)ヒメー垂仁一ヤマトタケル

ーオキナガヒメ，でオホタラシヒメと同世代である[,]。

「天皇記」段階で乎止与命が建斗米命の系統に位置付

けが変更されたことが推測されるが，欽明～敏達段階の

王統譜と関わって造作された尾張連の嫡系を，上記と同

様に,祷津世襲命を孝昭と同世代として，「天皇記｣段階

の王統譜と対応させると〔表４〕のようになる。

「天孫本紀」に尻調根命・針名根・金が応神・仁徳・

履中に供奉とあり，「熱田縁起｣が乎止与命の子建稲種命

がヤマトタケルの東伐に従ったと記すことからすれば，

乎止与命は垂仁と同世代になる。i蔚聿世襲命と乎止与命

との間の世代一垂仁を父系･母系それぞｵLで見れば三世代と四世

代－－に建斗米命系が位置付けられたとみられる。「天皇

記」段階の王統譜と対応して大海姫命とともに建諸隅命

も孝昭曾孫崇神と同世代となり，建宇那比命の子とされ

たのであろう。倭得玉彦命も既に前段階で建宇那比命の

子とされていたとみられるので,建諸隅命の兄弟や，「天

孫本紀」の如く子とされたことが考えられるが，建諸隅

命が矢田部造の祖であることからすれば）兄弟が相応し

い。また，この段階で，ｉ扇津世襲命から置津与曾命が平

止与命の父として分立されたのではなかろうか｡然らば）

乎止与命は垂仁と同世代であるから，置津与曾命は建諸

隅命の兄弟の子という位置が想定されるが，「天孫本紀」

で倭得玉彦命の子とあるので，倭得玉彦命の子で玉勝山

代根古命の兄弟が良いように思う。一方，漏津lii襲命以

前の世代については，ホノアカリがヒコナギサタケウガ

ヤフキアヘズと同世代になるが，天村雲命を天香語山命

の子とすれば，ホノアカリはヒコホホデミと対応する位

置になる。しかし，天戸目命に三世孫という位置付けが

存在したこと，天村雲命に関わる中臣連が和珂臣系より

有力化する時期は早くて乙巳の変後とすべきことからす

れば，「記」「紀」の王統譜に対応する系譜の形成前に天

村雲命が位置付けられたことは考え得るが，建斗米命か

らの天戸目命分立の後のこととみなければならない。

天戸目命分立の時期はいつと考えられる力も天忍人命

が尾張連系系譜に位置付けられた欽明～敏達段階の王統

譜と関わる系譜の造作段階とすれば，尾張連が天戸目命

４「天孫本紀」の尾張連系系譜形成過程試論

本稿では，「天孫本紀」所載の尾張連系人（･神)名を

それぞれの名の由来や後喬とされる氏族も含めて述べ，

尾張連の原初的な系譜の復元を試みた。その過程で「天

孫本紀｣の建斗米命と乎止与命との世代関係が｢天皇記」

段階の王統譜と通ずることが想定されることになった。

そこで，このことを手掛かりとして「天孫本紀」の尾張

連系系譜の形成過程を試論的にまとめることにしたい

〔図６（Ⅱ)〕ではホノアカリから佐米・メノコに至る

各世代の人名は継体段階の王統譜のイハレヒコから仁

賢・顕宗までに対応している。継体の子安閑の后は仁賢

の女カスガノヤマダとされていることから－安閑后は本

来は叱鰯□－本云で山田大娘皇女の更名とある赤見皇女とみられる[2］

(第二章-)一継体とメノコとは同世代となることからも，

本系譜は継体段階の王統譜と対応するかたちで形成され

た尾張連の系譜に相応しいとみられる｡尾張連の嫡系を，

漏津世襲命を孝昭と同世代として，欽明～敏達段階の王

統譜と対応させると俵３〕のようになる。

この対応での問題は建稲種命が垂仁の－世代前である

ことであるが，建稲種命は，父乎止与命と崇神とが同世

代であるから，垂仁と同世代ともなし得る。この世代関

係で，針名根の兄弟金がその－世代下に変改されたこと

から，金を針名根の子とすれば，メノコは，継体段階の

系譜と同様,仁賢と同世代になる。ｉ扇津世襲命以降に関

しては，継体段階の系譜の針名根と坂合との間に金を位

置付ける系譜が欽明～敏達段階の王統譜に合わせて造作

されたことが考え得るのではなかろうか。当段階で，玉

勝山代根古命及び倭得玉彦命が造作された(３２)。倭得玉

彦命は，市大稲日命が亦名として合体されていることか

らすれば，建斗米命の孫という位置が想定される。玉勝

山代根古命を倭得玉彦命の子とすれば，猿津世襲命一

建斗米命一建宇那比命一倭得玉彦命一玉勝山代根

古命，となり，孝昭一ヒコフツオシノマコトーヒコ

イマスーヤマトタラシヒコーオホタラシヒコ，とそ

れぞれ世代が対応する。玉勝山代根古命の原型の一つ山

－４－
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－建斗米命系と漏津世襲命一乎止与命系とになったこと

になる。しかし，これは満i津世襲命の子建斗米命と平止

与命とを二系の祖とする系譜の変改であり，当段階で変

改すべき理由がなければならないｂ継体末期からの継体

一宣化と安閑との対立紛争(所謂｢辛亥の変｣)の結果,多臣

や三尾君等の没落や排除が想定される[3]囚が,宣化の生母

は，安閑とともに，メノコであり，尾張連が両勢力に分

裂したことはあり得るとしても，滴i津世襲命は，孝昭后

で和頂臣系の祖アマタラシヒコ(天押帯日子命･天足彦国押人

命の原型生母世襲足姫命の兄とされる者である。また，

尾張連は，雄略死後，和田臣等が擁した仁賢一武烈と対

抗し，雄略の子清寧等と繋がった継体団に女を納れてい

ることから，和珂氏系と密接な関係を有するようになっ

たのは継体朝成立以後のことで，欽明～敏達段階で天忍

人命が位置付けられたことはこのことを象徴するとみら

れるのであり，欽明～敏達段階で天戸目命が分立された

とは考え難い。「天孫本紀｣の建斗米命の後喬を乎止与命

とする系譜は「天皇記」の王統譜と関わるとみられるこ

とからすれば，この段階でi扇津世襲命の子のままで建斗

米命を位置付ければ，尾張連は二系から一系になる。二

系維持のため，癌津世襲命は元のままにし，建斗米命の

父として天戸目命が位置付けられたのではなかろうか。

以上の継体段階･欽明～敏達段階・｢天皇記｣段階での

尾張連系譜の嫡系をそれぞれの時期の王統譜の世代と対

応させたのが〔表５〕である。

「天孫本紀」の系譜の成立が「天皇記」以後であるこ

とに疑問の余地はないが，「記」「紀」系譜との関係は考

えられるか。「天孫本紀｣の記述から世代の対応を見る基

点となし得るのは,①ホノアカリがヒコホノニニギの兄，

②天香語山命が神武朝で侍臣，③天戸目命の従兄弟i富津

世襲命が孝昭朝に供奉，④建諸隅命が孝昭朝に供奉，⑤

建諸隅命の妹大海姫命が崇神皇妃,⑥尻調根命･意乎已・

知々古がそれぞ>れ応神朝に大臣，仁徳朝に大臣，履中朝

に功能臣として供奉，⑦尻調真若刀ｲ卑命が景行皇子イホ

キノイリヒコの妻であることから兄尻調根命も景行皇子

の世代になること，⑧尻調真若刀'１卑命の妹金田屋野姫が

姉所生品陀真若王の妻であることから尻調根命が景行孫

の世代になること，⑨坂合が允恭朝に寵臣として供奉，

である。これらから尾張連系人名(供奉等とされる天皇を付詞

と王族との対応を示すと〔表６〕のようになる｡①と④，

②と⑦，③と⑧⑨はともに世代を共通にする王族が一致

し，世代の対応は五種類になるので，①④.②⑦．③⑧

⑨.⑤．⑥をそれぞれＡ・Ｂ・Ｃ．，．Ｅと表現する。

一方｢記」『紀」では,癌津世襲命，葛木高名姫命,大

海姫命及び建諸隅命，建稲種命，尻調真若刀｛卑命に当た

る者がそれぞれ孝昭・開化・崇神・景行・ヤマトタケル

と同世代の如くである。また，坂合に当たる継体妃メノ

．の父草香は，継体が仁賢と同世代とみられるので，イ

チノヘノオシハと同世代になり，兄日女は，メノコに替

わり位置付けられているとみられるので，仁賢と同世代

となし得る。これらに限り，「記」「糸Euに記されている

時期の前記の天皇等と，Ａ～Ｅで同世代となる者とをま

とめ，「記」『紀」との世代差（＋・－はそれぞれ「記」

「紀｣より前･後)を付記すれば,〔表７〕のようになる。

「記」「紀」と全てが共通するというものはないが,一

つ一つでの対応は，天戸目命がＣ，葛木高名姫命がＥ，

建諸隅命・大海姫命はＤ，建稲種命・尻調真;若刀｛卑命が

Ｂ，坂合・兄日女がＥ，となり，世代が一致する数は，

Ｅが３，Ｂが２，ＣとＤが１，Ａが０，である。また，

－世代差を許容範囲とすれば，天戸目命はＢ・Ｃ．Ｅ，

葛木高名姫命はＣ・，．Ｅ，建諸隅命・大海姫命は，．

Ｅ，建稲種命・尻調真;若刀傅命はＢ・Ｃ，坂合・兄日女

はＣ・，.Ｅ，となり，Ｃが６，Ｅが５，，が４，Ｂが

３，Ａが０，となる。また，巨視的に見れば，大海姫命

以前はＥ，建稲種命以降はＣ，という対応が考えられる

が，全体的にはＣが『記」「ﾎﾞﾋﾟl」に近く，Ｅがそれに次ぐ

と言い得ると思う。「天孫本紀｣の尾張連の系譜は,一致

するわけでは勿論ないが，「記」「紀」に伝えられる王統

譜とも関わるかたちで造作されたと言えるように思う。

この際に，倭得玉彦命が建諸隅命の子とされ，乎止与命

も置津与曾命の子から孫の世代に位置付けが変更された

とみられる。３．２で乎止与命が誰の子と記されていない

ことについて，１m;l律ご世襲命の子から位置付けが変更され

たことによると推測したが，置津与曾命の子から孫の世

代に変更されたことに関わると訂正しなければならない。

「天孫本紀」の系譜と「天皇記」段階の主統譜と関わ

るものとで大きな相違は，癌津世襲命が天忍男命の子と

いう点である。ここで勘案すべきは「天孫本紀」で天大

原命が置津与曾命の子大原足尼命とされる一方，天村雲

命に亦名天五多底として吸収されていること，天忍男命

が天大原命(天五百原命)の子から天忍人命の子で天戸目命

の弟とされるとともに，天忍人命の弟で１歳津世襲命の父

で津守連系の祖としても位置付けられていることである。

「天皇記」の王統語と対応して系譜が形成された段階

で天村雲命が位置付けられたのは，天村雲命と中臣連と

の関係からすれば，中臣連が尾張連の本宗であることを

示そうとしたなどとは言えないが，少なくとも尾張連が

中臣連と関係を有し，中臣連の下にあったことを示すb

津守連系も中臣連と関係することを示そうとすれば，天

忍人命との兄弟関係のままで天大原命を天村雲命の子と

するのが自然である。然るに，天大原命が天村雲命と，

その亦名のかたちで，合体されている。天忍男命を天大

原命の子のままで天忍人命と同世代に変更し，中臣連と

の関係を示そうとすれば，このような系譜にならざるを

－５－
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子で天忍男命と兄弟として濾律:世襲命を位置付ける方法

もあり，むしろこの方が順当であろう。大原足尼命が置

津与曾命の子とされていることと関係すると想定し得る

が，祷津世襲命と置津与曾命とのように，用字は異にす

るものの，同名のものが系譜に位置付けられているので

あり，ここでは天大原命が排され，ｉ扇津世襲命が天忍男

命の子とされた詳細は不明としておかざるを得ない。

以上の試論的検討に基づき，継体段階，欽明～敏達段

階，「天皇記｣段階の各王統譜と関わる如くに形成された

とみられる尾張連の主な人（･神)名の系譜の概略をまと

めると，〔図１２〕のようになる。また,紙幅に余裕が生

じたので，本来ならば連載の（１）で記すべき「天孫本

紀」の系譜を〔図１３〕，各人名ごとに「天孫本紀｣の記

述と「録』のそれをまとめたものを〔表８〕として挙げ

得ないと思う。このことからすれば，天大原命と天村雲

命との合体は，天忍男命の天忍人命弟・猿繭聿世襲命父へ

の位置付けの変更と関係し，「制『紀』に伝えられる王

統譜と関わって系譜が形成された段階でなされたと看倣

される。この場合，天忍男命に天戸目命の弟という位置

もあることが問題となる。ｉ富津世襲命が天忍人命の弟と

された天忍男命の子として位置付けられたために，ｉ霧i津

世襲命に替わり天忍男命が元の世代で天戸目命の弟とさ

れたとみることは不可能であろうｍｉ鼠津世襲命の位置

付けの変更については,｢熱田縁起｣に｢宮酢媛下世之後，

建祠崇祭之，号氷上姉子天神。其祠在愛智郡氷上邑。以

海部氏為神主。海部是尾張氏別姓也」とあることを参照

すれば，葛城を本拠とする尾張連と区別するために，尾

張を本拠とする尾張連は海部＝津守連と関係するものと

したということが考え得ると思う。しかし，天大原命の ておく。

〔図７〕

天津彦々火瓊々杵尊一火明命 天鹿瞼山命－－－天大原命一天村雲命一天忍人命－－－建貫上命一天買上命一建賛草命

一一建水 狭名木命一天春木命一建春木命一主使長田命一一大御田足尼一折羽足尼一手j差足尼縢昌

〔図８〕

｢天孫本紀」天忍穂耳尊

『津守氏系図」

火明命一天香語山命一天村雲命亦名天五多底一天忍男命一建額赤命－－－－－－建筒草命

天津彦々火瓊々杵尊-火明命一天鹿蹄山命一天大原命一天村雲命一天忍人命一建貫上命一天貫上命一建寶草命

〔図９〕

火明命一一冠｢天｣神・人名三代－－冠｢建」人名三代－－冠「主使」人名二代－－冠｢建」人名一代一一冠｢主使｣人名一代一一大御田足尼

〔図１０〕

火明命一天鹿踊i山命－－天大原命－－天忍人命－－建貫上命一建寳草命（・建水主命）－－建春木命一一冠「主使｣人名一一主使長田命

一一大御田足尼

〔図１１〕

・火明命一天鹿蹄山命一天大原命~天忍人命-建貫上命-建寶草命丁奎鰯壼(原型)＿主使長田命－大御田朋
建春木命

ｂ火明命一一天賀吾山命一一天五百原命一天忍男命一一建額赤命一一建筒草命

ｃホホデミーウガヤー神武一孝Hモニヒコフツーヒコイマスーヒコオスー－－－－ヤマトタラシヒコーーオホタラシヒコ

〔表３〕

シロケ|履中|ｵｼﾊ

俵４〕

郵一金

－６－

賢仁槻

ニニギ

■■■■■

■■■■■

￣

崇神

ヒコフツオシノマコト

(ミマツヒメ）

ヒコイマス

垂仁

ヤマトタラシヒコ

ヤマトタケル

オホタラシヒコ

i繭i津世襲命 乎止与命 建稲種命 尻調根命 針名根 坂合 目子

孝昭 オシロワケ 履中 オシハ

ホホデミ ｳガヤフキアヘズ 神武 議徳 孝昭 孝安 開化 崇ﾄﾋﾞ ヨ (ミマツヒメ）

火明命 天香語山命 天忍人命 漏津世襲命 乎止与命 建稲種命 尻調根命 針名根



｢天孫本紀」の尾張連系人名とその系譜(Ⅲ）

〔表５〕

継体段階

火明命

イハレヒコ

肝一畷
欽明～敏達段階

。〒’『.。
￣

フシ．

建稲種命火明命

ホホデミ
コ
ー

レ
」
｜

シ
ー

ーフー

的一柄一動

｢天皇記｣段階

火明命
一

ホホデミ

輪祉
數

肝一慣

〔表６〕

￣￣－－

－画一ｍ■三一一一一
一一ｍ■￣暦一一一＝エー
ー…－冊一m■-匹一一匹■
、■三一囚－－－囚一一一
一匹悪■－－－－日一里一一
一画一ｍ■国■￣￣￣－
－Ｆ■匹瑠■－－匹￣￣￣己－
－－ｍ■－－｣i］

①
｜
②
｜
③
｜
④
｜
⑤
｜
⑥
｜
⑦
｜
⑧
｜
⑨

建稲種命 金

(履中）

枚夫？

￣￣－－可一一ｍ研田■
‐－－-四■－，■･■￣■
－m一一一一一可一m■
￣￣￣￣■一一口現＝
函－－－■囹頽￣■■￣■函■
‐￣￣￣可一一■田頽庁一
一一一一Ｆ■￣￣■￣
￣－－

レケタ
ン

翫
靴
動
議
柄
節
辮
數
動

ｏ
ｏ
ｏ
０
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
０

伽一諺一噸｜噸一鍬一獺｜冠一慨一慣

－７－

｜①｜②｜③｜④｜⑤｜⑥｜⑦｜⑧｜⑨’

火明命 天香語山命

（神武）

天村雲命 天忍人命 天戸目命

(孝Hg）

建斗米命 建宇那比命 建諸隅命

(孝昭・崇神）

倭得玉彦命

ｏ
・

ニニギ ホホデミ ウガヤ 神武 綏靖 安寧 諮徳 孝昭 孝安 孝霊

ｳガヤ 神武 綏靖 安寧 巍徳 孝昭 孝安 孝霊 孝元 開化

神武 綏靖 安寧 誌徳 孝昭 孝安 孝霊 孝元 開化 崇神

ニニギ ホホデミ ウガヤ 神武 綏靖 安寧 諮徳 孝昭 孝安 孝霊

安寧 誌徳 孝昭 孝安 孝霊 孝元 開化 崇神 垂仁 景行

綏靖 安寧 議徳 孝昭 孝安 孝霊 孝元 開化 崇ﾈ申 垂仁

ｳガヤ 神武 綏靖 安寧 諮徳 孝H召 孝安 孝霊 孝元 開化

神武 綏靖 安寧 皷徳 孝昭 孝安 孝霊 孝元 開化 崇ｉ申

神武 綏靖 安寧 議徳 孝昭 孝安 孝霊 孝元 開化 崇神
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〔表７〕

天戸目命鳧木月名姫命瞳

孝B刀 開化

目ｒＨ＋４３］＋５＋２垂二十２仲民十４

１＋２３イ丁±０ヤマトタケル±０仁ｲ占十２

±０孝元十１兀＋２ヤマトタケル１仲民－１＋l

孝二8宣一２崇紳－１＋０３－３仁賢一１

女－１開化±０開化十1仲哀－２－２オノ±０

４
２
１
１
０

＋
＋
＋
｜
土

、

轆
蝋
榊
勵
加
鋼
慣

ｕ縣刷
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

畑ゴ讃T謹鴬篭Ｔ瀧口＄
欽明～敏達段階

祖子 孫 三世孫四世孫五世係六世孫七世孫八世孫九世孫十世孫

参命一玉１１審山ｲｰIt7恨杏６

卦蝋》
關
鏑
辨
辨
鐇

引》天
五

剴日句

冨木高名hHTfii

火明命一天香語山命 坂合一目子

阿古

弄司iii根ffi

｢天皇記」段階

祖子 七世孫孫

脇一一一 四世孫 五世孫六世係

明命~天香語山ｒ茎忌:雪二J二曇り嚢JRI二irHli三‐ 鷺
那比iｉｉ

下
九世孫＋世孫十一世孫十二世孫十三世孫十四世孫十五世孫八世孫 船

舶

紅鋸ＴＩＦＩ｜

啼篝論》“ 目子

－８－
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〔図１３〕

四世孫五世孫六世孫 七世孫児 孫

鵬一一一

葛木直祖大諸見足尼一諸見己姫

卜建田背命=P名草11ｔ

:ｉＩ;:::藏仁驚
建多乎利命亦名葛本高名姫

建螂可多良命〔崇神皇妃〕

建麻利尼命

建手和邇命

宇那比姫命

杵
申武’１１叩卑艮ｲJEn時

酉屋媚

明命

童'１１１鰹命亦云葛木j三fｉｉ

冨城-Ｈ申笛'1根ｉｉｉ 言奈良知n片 z二I｣1門

=1㎡丁台 望維

津i笥草f;ｉ

４２１鰹)足姫命亦名日置hRHii

l海部氏系図」 建田勢命 建諸隅命
＝手元アニヱコ

高木出石ｌｌＩｔｉｉ

(｢新撰姓氏録｣）天五百原命

八世孫

淡海国谷｣i廼仁
九世孫十世孫

弟彦命一一一一淡夜別命邇波

日女命尾張大印岐一

玉勝山代根古命

若都保命

置津与曾命一大原足尼命（

彦与曾命一大八椅命

＋一世孫十二世孫

邇波県君祖大荒田一玉姫

十三世孫 十四世孫

尻調根命一く稚彦連〉

i嚢Hil,傅命E難
金田屋野姫〔仁徳〕

ﾖ日命

伊我

亡鱒
日本得塊命一意富那比命一乎縫命 一小登与命一建稲種命一志理都彦命 川上真稚命

(『新撰姓氏録J）邇倍宿禰

大御日足尼

大美和都禰乃命 御殿宿禰一色鳴

御諸足尼命一兄男庶・弟男庶

蝮王部犬手

尾張屋主都久代命

十五世孫十六世孫十七世孫 十八世孫

尾治乙訓与止連

尾治粟（栗）原連

尾治間古連

尾治枚夫連

廿世孫

E蕊lilimiJI;藤
一丹波大矢田彦命一丹波国造大倉岐命（以下略）

(『新撰姓氏録｣） 呉足尼（十四世係）

屋主宿禰

阿曾禰（二十七世孫）

－９－
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俵８〕

｢天孫本紀」（※は「国造本紀｣）

天照国照彦天火明櫛玉饒速日尊

亦名天火明命

役職・後商氏族等 『新撰姓氏録」

天火明命(大和尾張連条):伊福部宿禰(左京-F)，

五百木部連(河内),伊福部(山朔,但馬海直

(左京下),凡海運(未定右京),川上首(右京下)，

六人部連(山城),身人部連(河内)，三富部，

水主直石作部(以上山刎，津守(摂津)，

丹比連(河内),笛吹週(河内),忍坂連(未定

左京),山代直(未定山獅

男天賀吾山命：尾張連(左京下）

子･男天香山命:尾張連(山城･大和),伊福部連

（大和,宿禰も),吹(閃田連(河内)，丹比連津

守連,網津守連綺連,石作連,椋連(以上和泉）

天押穂耳尊 高皇産霊尊女豊秋幡豊

秋津師姫拷幡千々姫命

亦名天照国照彦天火明命

児 天香語山命

天降名手栗彦命

亦云高倉下命

神武朝為侍臣 火明命 天道日女命

》
研一

櫛

》
》

Ⅱ》、鐇
葛

》
一脇

亦

孫
螂

鰍

異妹穂屋姫

孫天五百原命：蝮王(壬)部首(大和）

阿傅良依姫天村雲命

三世孫天忍男命：丹比周布(左京下）

孝昭朝為大連供奉

(｢天皇本紀」は「大臣｣）

尾張連

天忍男命 葛城士神魚1版命

女賀奈良知姫

三世孫天忍男命男建額赤命(右京下丹比宿禰条）

四世孫建額明命：若倭部(右京-F）

建額赤命

世襲足姫命

亦名日置姫命

天戸目命

孝昭皇后

三(四)世孫天礪目命：大炊刑部造(右京下）

四世孫阿麻刀禰命：大炊刑部造(左京下）

天忍人命 異妹角屋姫

天志男命

五世孫建筒草命

大蝮壬生連

多治比連、津守連、

若倭部連、葛木厨直

葛城尾治置姫

五世孫武礪目命：尾張連,伊与部六人部

（以上右京下）

五世孫建刀米命:子部(右京-F),六人部連(摂潮

建斗米命 天戸目命 葛木避姫

妙斗米命 六人部連

紀伊国造智名曾

妹中名草姫

神服連、海部直、

丹波国造、但馬国造

建斗米命六世孫建田背命

建宇那比命

建多乎利命

建彌河多良命

建麻利尼命

五世孫建刀米命男武田折命:湯母竹田連(左京下）笛連､若犬甘連

高屋大分国造

石作連、桑内連、

山辺県主

身人部連

六世孫建真利根命：石作連(左京下）

六世孫正f椀根命：石作連(摂潮

一
職
命

一
部
榊

耐一餓一崎》肺
》 辨

鰯一柵

Ⅷ
Ⅷ

磯城嶋連祖節名草

(草名草､節名節）姫

孝昭朝為大臣供奉
一一一一Ｃ－ＣＣ－Ｃ￣ＣＣｃ｡●￣●｡￣｡●￣●の●■●‐｡●●●

鴬申皇妃

建宇那比命

葛木直祖大諸見足尼

女諸見己姫

－１０－
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八世孫大御日足尼：津守宿禰(摂津）

一
一
姉

一
一
棚

織田醐旧珊
一
一

醗九

倭得玉彦命 淡海国谷上刀碑か

山代水主雀部連、

軽部造蘇宜部首

五百木部連

》癖鰍女

若都保命

置津(部）与曾命

彦与曾命

九世孫否井命：川内漢人(未定摂津）

十世孫淡夜Blj命

大原足尼命

大八椅命

※濾津lhj襲命i嵩i大人椅命

大縫命

小縫命

大海部直

筑紫豊国国造

斐陀国造 彦与曾命

彦与曾命か

十世孫大美和都禰乃命：工造(大和）

十四世孫小豊命：尾張連(河内）十一世孫乎止与命

※十世孫′｣止与命 尾張国造

命

■■■■＋一世孫殿諸足尼,、．…
■■■■拝‘’

十一世孫尾張屋主

十二世孫建稲種命 尾張大印岐

女真敷刀傅０剛

御殿宿禰子色B鳥(宿禰：多治比宿禰(右京下）

殿諸足尼命子兄男庶：櫻多治比宿禰(河内）

殿諸足尼命子弟男庶：鞍負多治比宿禰

（河内襟多治比宿禰条）

十六世孫尻綱根命(河内若犬養宿禰条）・齢》》日》・鐸繊
尾洲

応神朝為大臣供奉

五百城入彦皇子妻

品陀真若王妻

建稲i電命 邇波県君祖大荒田

女王姫

尻綱根命か

十四世孫波利那乃連：檜隈舎人連(左京下）

仁徳朝為大臣供奉

且腱

履中朝為功能臣供奉

久努連。》・枠・譜・》・尾・》四
一娘一慨

允恭朝為寵臣供奉 尾怡金連

十五世孫古利命：若犬養宿禰(和泉）

太（大）刀西連

日村尾治連

大海部直

丹波国造

－１１－



黒田達也 大阪府立大学高専研究紀要第47巻

＋八世孫尾治乙訓与止連

尾治栗原連

尾治間古連

尾治枚（物夫連

尾治佐米連

紀尾治連

5．むすびにかえて 間の女が葛城之高額比売とあり，開化条で葛城之高額比

売と息長宿禰王との間に息長帯比売命等が生まれたとし

ているのに対し,「紀｣では垂仁三年三月条注に,天日槍

一但馬諸助一但馬日楢杵一清彦一田道問守,とあ

る。この系譜については具体的な論述を要するが，結論

のみ記すと，次のようになる。本来のアメノヒホコ系譜

は，アメノヒホコータヂマモロスクータヂマヒナラ

キータヂマモリ，とみられ,清日子(スガヒコ)－妹菅

竈由良度美一葛城之高額比売命一息長帯比売命，と

いう系譜は息長君に関わるものである。「記｣にのみ見え

る多遅摩斐泥と多遅摩比多訶(神功に繋がることからは嫡流的）

は，「多遅摩」を冠しているが，「斐泥」と「比多訶」は

それぞれ和泉国日根郡・紀伊国日高郡と通ずる゜尾張連

と紀伊との関係は本稿で述べた通りであり，和泉の日根

も，和珂氏系と繋がる坂本臣【5]と関わるとともに，海上

を通じて尾張連同族津守連一住吉大社と結びつく地域で

あることは容易に推測し得るのであるから，尾張連と関

係すると考えられる。「出石｣を名乗る出石心大臣命と尾

張連との関係が見出されるということであり，このよう

なものが物部連嫡流とされた事情が問題となる。

以上のような検討課題は「天孫本紀」の物部連系譜形

成過程と関わることは言うまでもない。物部連関係系譜

の検討を期したい。

「天孫本紀」の尾張連系譜の成立段階や個々の人名が

系譜に登場した時期は明らかにし得えず，また，ホノア

カリからの世代と『録」等のそれとが異なる事情につい

ても明確な解釈は示し得なかったが，主要な人（･神)名

の系譜は，継体，欽明～敏達，「天皇記｣，『記」「紀』の

各段階の王統譜と関わって形成された可能性があること，

その過程で尾張連と関係する他氏の系統の人（･神)名も

取り入れたことは指摘できたと思う。また，尾張連系人

名で物部連等他氏の系譜に位置付けられたものについて

も触れたが，その事情・経緯等充分明らかにし得てはい

ない。しかも上述の建諸隅命等他にも，相通ずる人名は

尾張連系譜には知られないが，尾張連系と恩しきものが

物部連系譜に見える。例としてニギハヤヒ七世孫で物部

武諸隅連公の子とされている物部多遅麻連公と物部連の

嫡流とされるニギハヤヒ曾孫出石心大臣命の二人名に関

わって検討課題等を述べ,むすびにかえることにしたい。

多遅麻という人名は正しく但馬国に関わるものであり，

但馬国造が「天孫本紀」で尾張連系であることからすれ

ば，尾張連系との関係が考え得るが，武諸隅一多遅麻系

は物部連系譜でも重要な位置にある。多遅麻の女でニギ

ハヤヒ十世孫として見える物部山無援連公が応神皇妃で

菟道稚郎子皇子等の生母とされていることは言うまでも

なくウヂノワキイラッコ等を和珂臣系の宮主矢河枝比

売･宮主宅媛所生とする『記」「紀』系譜の改作であるが，

山無援が嫡流ではなく傍流の多遅麻の女とされている事

情が問われる。また，「履中紀｣二年＋月条に｢平群木菟

宿禰・蘇賀満智宿禰・物部伊筥弗大連・円大使主共執国

事」とある物部伊菖弗連公の生母香児媛は，ニギハヤヒ

の十世孫としては記されていないが,多遅麻の女とされ，

武諸隅一多遅麻系が嫡流と密接な関係になっていること

の事情も検討を要する。

出石心大臣命の「出石(但馬国出石郡)」は，国造との関

係では，但馬国西北部の三方国造(出雲系）ではなく，但

馬国造との関わりが想定されるとともに，アメノヒホコ

が想起される。アメノヒホコに関係する系譜は,『記｣で

は応神条に，天之日矛一多遅摩母呂須玖一多遅摩斐

泥一多遅摩比那良岐一多遅摩毛理・多遅摩比多訶・

清日子，清日子の女妹菅竈由良度美と多遅摩比多訶との
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